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1 はじめに

位置情報技術分野において位置情報を取得するシステ
ムの技術は高まっているのに対し，その位置情報を有効
利用する術はまだ未開拓部分が多い領域である．本研究
では位置情報技術によって得られたインターネットタク
シーの位置情報の視覚化, 視覚化情報から交通渋滞の認
識・パターン発見を目的とする．

2 現在の位置情報技術とその技術背景

現在普段目にするカーナビゲーションや ETCは位置
情報技術の賜であり，現在も改良や応用が進められてい
る．前章で述べたことと比較して推測すると，一部の位
置情報技術分野での応用は進んでいるが，それ以外は魅
力的でないと考えられる．またシステムによって取得で
きる位置情報のデータの種類や形式が違ったり，ノイズ
が入り混じるなどが複雑さが研究の妨げとなっているの
も理由の一つである．
本研究は位置情報を視覚化し，交通渋滞を認識出来る
よう応用する．[1] は，海外で行われた交通に関する位
置情報の視覚化である．使用される位置情報は道路に設
置された複数のセンサから取得されたもので，その位置
情報を処理して視覚化を実現し，あわせて交通渋滞の認
識を行っている．多数の問題も発生しており，注目され
ているのがノイズや誤作動によるはずれ値・例外検知で
ある．本研究の技術範囲は如何に交通渋滞を認識出来る
かが課題である．

3 本研究の計算機環境と過程

本研究で使用する位置情報は，位置情報技術の一つで
ある GPS技術を搭載したインターネットタクシーから
取得された動的なデータである．この位置情報は 1年間
という期間に約 1500台分のタクシーから取得されたも
ので，1レコードで約数 100バイトあり合計約 10GBの
大容量サイズである．またその内容は緯度・経度などの
基本的な位置情報から，速度や走行中の道路情報，タク
シーの状態など多数のデータが取得されている．しかし
取得されたままの位置情報では視覚化出来る状態になっ
ていない．以上より本研究ではこの情報豊富な位置情報
を有効に使用し，効果的な成果を生み出す為のデータ処
理と計算機環境を備える必要がある．
そこで本研究ではデータベースに「PostgreSQL」[2]，

視覚化アプリケーションには「OPENDX」[3]を導入し
て，以下の過程図 1を提案する．

図 1 本研究過程

使用する 2種のデータ (インターネットタクシー位置
データ，名古屋地図情報) を大容量データが処理可能で
あるデータベース「PostgreSQL」に格納して抽出処理を
行う．そして視覚化するデータの量調節・条件設定を定
め，視覚化アプリケーション「OPENDX」で視覚化を実
現する．また Visual Data Miningとは様々な条件をつ
けて視覚化を繰り返し，データ処理の修正，交通渋滞の
認識を行う作業である．主として Visual Data Mining
の概念に沿ったプログラム処理下で行う．

図 2 抽出後のデータセット構造

データ処理は
主に「抽出処理」
と「変換処理」の
2 つである．抽
出処理は Post-
greSQL 内で行
われ，約 40種類
ある位置情報の
データを図 2 のように抽出する．変換処理は実装し
たプログラムによって表 1のように処理を行う．これら
のデータ処理作業を行わないと視覚化が難しくなる．

表 1 データの変換例

データ項目 ID 緯度 経度 方位

位置データ 1001 32414918 126170881 32768

地理データ 1001 北緯 35 度 東経 136 度 北西

本研究の目的である交通渋滞の視覚化を実現する為，
視覚化するインターネットタクシー位置データに対して
Visual Data Mining概念によって評価する必要がある．



評価媒体は車体の速度であり，他に豊富な取得情報から
多彩なクラスタリング・分類処理が可能である．以下は
GPS 技術によって取得された情報を有効に活用した本
研究の交通渋滞認識クラスタリングプログラムのアルゴ
リズムである．

図 3 交通渋滞認識プログラムのアルゴリズム

入力された位置情報データはまず速度計算される．そ
のタクシーの速度が 0km/h，つまり走っているか停まっ
ているかを判別する．走っている場合はその走行してい
る道路の種別を判別する．そしてその道路種別毎に設定
されたしきい値によってそれぞれ評価され，通常に運転
されているか渋滞状態を運転しているかを判別する．以
上によりタクシーがどういう状態であるかを判別し，そ
の状態に設定された重み付け値を位置データに追加入
力して処理完了となる．このプログラム処理を実行すれ
ば，位置情報を通常交通と交通渋滞，停止状態の 3つの
状態に分けることが出来，交通渋滞を認識し視覚化が可
能になる．

4 OPENDXによる視覚化地図での評価と発見

図 4 平日日中・タクシー 5台分

OPENDX
による視覚化に
おいて，緯度と経
度の 2 つの変数
からタクシーの
動きをあらわし，
交通渋滞の重み
付け値を与えて
色分けを行った．
その色分けが行
えるのは通常運転・停止状態と渋滞状態の 2 種であ
り，前者が黄色で後者が紫色の表現となる．また一度に
視覚化出来るタクシーの数は 1～50 台 (実験した範囲)
であり，ここであげた実例図 4は 5台分のタクシーの視
覚化地図である．何故なら 5台分の視覚化地図は見やす
く，特徴を発見することが出来る範囲内だからである．
時間軸については OPENDXでの操作前に PostgreSQL
での抽出処理で大部分が調整可能である．

以上のように本研究の視覚化は「タクシー台数」「時間
帯」「しきい値」の 3 つの組合せにより，様々な視覚化
地図を作成して評価を行う．
結果，本研究では以下の表 2のような評価軸 (しきい
値) と交通渋滞パターンを発見することが出来た．尚，
時間帯項目にある高速道路以外は全て一般道路が条件で
あり，交通渋滞パターンにおいて主要道路は主，信号が
有る場合は信と省略している．

表 2 しきい値と交通渋滞パターン

時間帯項目 しきい値 交通渋滞パターン

平日日中 1～5km/h ・主信交差点付近

平日朝 1～10km/h ・主

ラッシュ時 ・主に交わる道路

・信交差点

平日, 休日夜 1～10km/h ・主

ラッシュ時 ・主に交わる道路

・信交差点

・特定の箇所

休日日中 1～10km/h ・主

・主信交差点付近

・特定の箇所

平日, 休日夜間 1～10km/h ・特になし

各時間帯の 1～20km/h ・突発的に起きる場合

高速道路 ・IC 付近 (ラッシュ時)

5 まとめ

交通渋滞の認識においては，データ処理とVisual Data
Mining によって認識出来，重み付け値によって視覚化
を表現することが出来た．しかし，例外的なデータを処
理することは難しく，評価軸 (しきい値)を設定するのも
困難であり，解決する為の更なる研究が必要となる．
視覚化精度の向上においては，緯度・経度・重み付け
値の 3 つの変数による視覚化であるので，まだ表現力
に欠けている．時間軸を OPENDXで表現出来れば，リ
アルタイム処理のように交通渋滞を任意に確認できるよ
うになる．また，Visual Data Mining によって与えら
れる重み付け値を各種分類すれば，色分け処理を多彩に
して更なる視覚化の精度向上を図れる．こういった点か
ら，視覚化精度の向上については妥当な結果を得られた
が，研究余地のあるものとなった．
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